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研究要᪨ 

 本研究でࡣ、ポストコロナ時代における人口動態と社会変化にࡘいて主にṔ

ྐ的、国際的、ไᗘ的なほⅬから見通し、㧗⢭ᗘの将来人口・世ᖏ推計をᐇ᪋

するたࡵにᚲ要なྛ✀の分析研究を行う2020ࠋ 年から㢧在化した新型コロナ

ン会㆟がᛴ㏿にᾐ透す࢖ンラ࢜ࡸࢡート࣡ーࣔࣜ、ࡾスの感染拡大によࣝ࢖࢘

るな࡝、ᰂ㌾なാࡁ᪉の㑅ᢥ➼を通じて、人ࠎの生活ᵝᘧࡣコロナ前から大ࡁ

日本において出ࠋ㢧ⴭな影響が表れているࡶに、人口動態にࡶ変化するととࡃ

生に関してࡣ出生率の一ẁのపୗ、死亡に関してࡣ平ᆒᑑ命のព図しない変

化、国際人口移動に関してࡣ外国人ఫ民数のቑຍの೵⁫、国内人口移動に関し

てࡣ東京圏一ᴟ㞟中の㕌化という、いࡎれࡇࡶれࡲでの趨勢からࡣண ୙⬟な

変化がほᐹࡉれておࡾ、将来の全国および地域別の人口動向ࡣいࡑࡗう୙透明

ᛶをቑしているࡇࠋうした状況ୗにおいて⢭ᗘの㧗い将来人口・世ᖏ推計をᐇ

᪋するたࡵにࡣ、コロナ⚝がࡶたらした▷期的な人口動態の変化にࡘいて、ࡑ

の⫼後に࠶る社会的要ᅉを含ࡵて的☜にᢕᥱするࡇとが୙ྍḞで࠶るྠࠋ時

に、コロナ⚝の཰᮰が見通せない⌧状においてࡣ、ᙜึࡣ▷期的と⪃えられた

人口動態の変化が長期化するࡇとࡶ᝿ᐃࡉれ、ポストコロナ期に移行したとし

てࡶ、コロナ⚝においてᐃ着した「新しい生活ᵝᘧ」のࡶとで୙ྍ㏫的な傾向

となるྍ⬟ᛶྰࡶᐃでࡁないࠋ本研究でࡣ、コロナ⚝が人口動態にࡶたらした

影響を的☜にᢕᥱするととࡶに、ポストコロナ時代における社会変化を見ᤣえ

た将来人口・世ᖏ数の推計࡬と㑏元ࡉせていࡇࡃとを主たる目的とするࠋ 
本研究ࡣ，ձ新型コロナ࢘ࣝ࢖スの人口動態࡬の影響に関する研究，ղコロ

ナ⚝およびコロナ後を見ᤣえた将来人口・世ᖏ推計ࣔࣝࢹの開Ⓨ，ճコロナの

影響を㋃ࡲえた将来推計の政策的࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩン࡬の応用に関する研究，の

３㡿域に分けて㐍ࡵたࠋ令和 7 年ᗘࡣ、ձとして(1) コロナ⚝前後における日

本人と外国人の移動ࣔ࢕ࢸࣜࣅ変化、(2)ࣝࣈࢩ࢟ࣞࣇ᪋策がࡶたらすാࡁ᪉࡬

の㈉⊩、(3)地域別出生数と 0㹼4 ṓ人口のẚの分析、ղとして(4)ࢻࣞࣇホࣝム

స用⣲のཧ↷Ⅼ法によるᅛ᭷⣔の⣔㆕展開とࡑの人口減少分析࡬の㐺用、(5)
福島┴὾通ࡾ地域における市㒆別将来人口推計のヨみ、にࡘいて，研究代表者

が研究協力者の協力をᚓながら研究を㐍ࡵた࡯か，ྛ研究分担者においてࡶձ

㹼ճの研究ㄢ題に対応する研究が㐙行ࡉれたࠋ 
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石井太   慶應義塾大学経済学部教授 
小島克久  城西国際大学健ᗣ福祉部教授 
 
㸿．研究目的 

本研究でࡣ、ポストコロナ時代における

人口動態と社会変化にࡘいて主にṔྐ的、

国際的、ไᗘ的なほⅬから見通し、㧗⢭ᗘ

の将来人口・世ᖏ推計をᐇ᪋するたࡵにᚲ

要なྛ✀の分析研究を行うࡇとを大ࡁな目

的とする2020ࠋ 年から㢧在化した新型コロ

ナ࢘ࣝ࢖スの感染拡大によࡾ、ࣜࣔート࣡

ー࢜ࡸࢡンラ࢖ン会㆟がᛴ㏿にᾐ透するな

ࠎ᪉の㑅ᢥ➼を通じて、人ࡁᰂ㌾なാ、࡝

の生活ᵝᘧࡣコロナ前から大ࡃࡁ変化する

ととࡶに、人口動態にࡶ㢧ⴭな影響が表れ

ているࠋ日本において出生に関してࡣ出生

率の一ẁのపୗ、死亡に関してࡣ平ᆒᑑ命

のព図しない変化、国際人口移動に関して

外国人ఫ民数のቑຍの೵⁫、国内人口移ࡣ

動に関してࡣ東京圏一ᴟ㞟中の㕌化という、

いࡎれࡇࡶれࡲでの趨勢からࡣண ୙⬟な

変化がほᐹࡉれておࡾ、将来の全国および

地域別の人口動向ࡣいࡑࡗう୙透明ᛶをቑ

しているࠋ 
うした状況ୗにおいて⢭ᗘの㧗い将来ࡇ

人口・世ᖏ推計をᐇ᪋するたࡵにࡣ、コロ

ナ⚝がࡶたらした▷期的な人口動態の変化

にࡘいて、ࡑの⫼後に࠶る社会的要ᅉを含

ࠋる࠶とが୙ྍḞでࡇて的☜にᢕᥱするࡵ

ྠ時に、コロナ⚝の཰᮰が見通せない⌧状

においてࡣ、ᙜึࡣ▷期的と⪃えられた人

口動態の変化が長期化するࡇとࡶ᝿ᐃࡉれ、

ポストコロナ期に移行したとしてࡶ、コロ

ナ⚝においてᐃ着した「新しい生活ᵝᘧ」

のࡶとで୙ྍ㏫的な傾向となるྍ⬟ᛶྰࡶ

ᐃでࡁないࠋとࡃに、国際人口移動と国内

人口移動に関してࡣ、コロナ⚝の動向に㉳

ᅉする国ࡸ地᪉⮬治యによる政策にࡶ大ࡁ

とがࡇ将来を見通す、ࡵれうるたࡉᕥྑࡃ

㠀ᖖにᅔ㞴となࡗているࠋ 
୙☜ᐇࡶ長期的にࡶのように▷期的にࡇ

ᛶの㧗い人口動態の⌧状を㋃ࡲえながら、

将来の変化をྍ⬟な㝈ࡾ的☜に見通すたࡵ、

わが国ࡸ世⏺ྛ国における新型コロナ࢘࢖

ࣝスと人口動態に関する᭱新のࢹーࢱを用

いて全యのトࣞンࢻの中からコロナ⚝がࡶ

たらした影響をᢳ出するࡇと、㐣ཤのࣃン

たらした社会変化とࡶ⅏ᐖ➼がࡸࢡࢵ࣑ࢹ

人口動態の変化にࡘいて、人口以外のᵝࠎ

な⤫計ࡶཧ↷しながらᐈほ的にホ౯し、௒

日の状況と↷らし合わせて分析するࡇとを、

ࠋれ1年目・2年目の主な目的とするࡒれࡑ

ࡃらに、以上のようなᖜᗈいほⅬに基࡙ࡉ

研究成果からポストコロナ時代における社

会変化と人口動態を見通すととࡶに、ࡑれ

らの▱見を将来人口・世ᖏ推計のྛ௬ᐃに

ᐃ㔞的に཯ᫎࡉせていࡇࡃとを研究期㛫内

のㄢ題とするࠋ 
 

㹀．研究᪉法 
研究ࡣ以ୗのձ㹼ճの３㡿域に分けて㐍

 ࠋたࡵ
 

ձ新型コロナ࢘ࣝ࢖スの人口動態࡬の影響

に関する研究 
 ලయ的な研究として、コロナ⚝前後にお

ける日本人と外国人の移動ࣔ࢕ࢸࣜࣅ変化、

の㈉࡬᪉ࡁたらすാࡶ᪋策がࣝࣈࢩ࢟ࣞࣇ

⊩、地域別出生数と 0㹼4 ṓ人口のẚの分

析、死亡の市区町村較差に人口の配偶関係

構造が及ぼす影響、外国人の国内移動が地
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域人口の変動に及ぼす影響：コロナ⚝前後

のẚ較、を行ࡗたࠋ 
 
ղコロナ⚝およびコロナ後を見ᤣえた将来

人口・世ᖏ推計ࣔࣝࢹの開Ⓨ 
 ලయ的な研究として、出生順位別出生を

組み合わせた配偶関係別多相生命表を用い

た新型コロナ感染症拡大による出生縮減効

果推計、就職氷河期世代の出生力－出生・

卒業年コーホートと婚前妊娠の状況、少子

化対策の展開に着目してー、出生率変化と

出生数変動：「日本の将来推計（令和 5 年

推計）」条件付推計の応用、を行ࡗたࠋ 
 
ճコロナの影響を㋃ࡲえた将来推計の政策

的࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩン࡬の応用に関する研究 
 ලయ的な研究として、外国人受入れの拡

大が長期的な将来人口変動を通じて公的年

金財政に与える影響に関する人口学的研究、

新型コロナ⚝での家族介護負担の変化－国

民生活基礎調査の分析結果から－、を行ࡗ

たࠋ 
 

なお，研究全⯡にわたࡾ，社人研ࡸ研究

者ಶ人がᒓする国際的研究ࢵࢿト࣡ーࢡを

᭱大㝈に活用し，研究を㐍ࡵたࡲࠋた，研

究所が᭷する人口・世ᖏの将来推計に関す

る研究⵳✚を᪉法論ࣝࢹࣔࡸ構⠏研究に活

かすととࡶに，所内外の関㐃分㔝の」数の

研究者に研究協力者としてཧຍを要ㄳし，

総合的に研究を推㐍したࠋ 
ලయ的にࡣ，社人研からࡣ，国際関係部

是川夕部長・千年よしみ特任主任研究官・

大泉嶺室長・井上希室長、情報調査分析部

別府志海室長・中村真理子主任研究官，鈴

木貴士研究員、社会保障基礎理論研究部藤

井多希子部長・佐藤格室長、人口構造研究

部小山泰代室長・久井情在主任研究官・貴

志匡博主任研究官，人口動向研究部吉田航

研究員・木村裕貴研究員・南拓磨研究員、

所外からࡣ，鈴木透（元・国立社会保障・

人口問題研究所副所長），山内昌和（早稲田

大学教育・総合科学学術院教授）、金子隆一

（明治大学政治経済学部特任教授）、余田翔

平（東京大学社会科学研究所准教授）、堀口

侑（慶應義塾大学大学院生）、南英明（早稲

田大学院生）のྛẶに研究協力者を౫㢗し，

研究協力をᚓたࠋ 
 
㹁．研究成果 
(1) 東京圏・㠀東京圏㛫の人口移動を対㇟

とし、2014 年以㝆における日本人と外国人

れの移動数の変化を人口構造要ᅉとࡒれࡑ

 ࠋたࡗ要ᅉに分ゎして分析を行࢕ࢸࣜࣅࣔ
᪉をྍ⬟にする᪋ࡁなാࣝࣈࢩ࢟ࣞࣇ (2)

策（ࣝࣈࢩ࢟ࣞࣇ᪋策）ࡣ、特にコロナ⚝

における大企業でᑟ入が㐍ࡇࠋࡔࢇうした

᪋策のᑟ入が、部分的にྠࡣ業௚社からの

影響でㄝ明でࡁるࡇとを、2000 年代後༙か

ら 2020 年代前༙ࡲでの企業ࢹࣝࢿࣃーࢱ

分析から明らかにし、論ᩥにࡲとࡵたࠋ 
(3) 都㐨府┴別、市区町村別に出生数に対

する 0㹼4 ṓ人口のẚ率（以ୗ、本ᣦᶆ）

を⟬出したࠋ本ᣦᶆから、コロナ⚝前後ࡸ

東日本大㟈⅏後の出生から 0㹼4 ṓ人口に

いたるࡲでの移動傾向の変化を明らかにし

たࠋ 
ホࣝムస用⣲のཧ↷Ⅼ法によるࢻࣞࣇ (4)

ᅛ᭷⣔の⣔㆕展開を行い，Ᏻᐃ分ᕸと⦾Ṫ

౯の⣭数表♧をᚓて，多地域年㱋構造人口

の世代⣔㆕ゎ析を構⠏し，日本の人ࣝࢹࣔ

口減少分析に㐺用したࡉࠋらに⣔㆕に基࡙

 ࠋᑟ出したࡶᣦᶆࡃ
(5) 「日本の地域別将来推計人口（令和 5
年推計）」において、1 地域として推計ࡉれ

ていた福島┴὾通ࡾ地域を分๭するᙧで、

5 市㒆別の将来人口推計を行い、Web 上で

公表したࠋ 
 
㹂．結果の⪃ᐹ 
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(1) 分析の結果、日本人と外国人の㛫で人

口構造要ᅉとࣔ࢕ࢸࣜࣅ要ᅉの変化のࢱࣃ

ーンࡣ大ࡃࡁ異なࡾ、とࡃに外国人の移動

数のቑຍࡣ༢に人口のቑຍによるࡶのࡔけ

でࡣな࢕ࢸࣜࣅࣔ、ࡃの㧗ࡶࡾࡲᐤ与して

いるࡇとな࡝が明らかになࡗたࠋ 
、࡝ムไな࢖ࢱスࢡࢵࣞࣇࡸࢡー࣡ࣞࢸ (2)

ᰂ㌾なാࡁ᪉をྍ⬟にするࣝࣈࢩ࢟ࣞࣇ᪋

策ࡣ、（家族）生活上のไ⣙をᢪえるປാ者

のാࡁ᪉に大ࡃࡁ㈉⊩するࡇࠋうした᪋策

効率ᛶの要ㄳ（౛：ປാ生⏘ᛶの向上）、ࡣ

内部ᅽ力（౛：ᚑ業員からの要ồ）ࡣるい࠶

組⧊の外部ᅽ力（౛：ྠ業௚、ࡃけでなࡔ

社の動向を㋃ࡲえた᳨ウ）によࡗてᑟ入ࡉ

れるࡇと࠶ࡶるࠋ 
ไᗘ的ྠ型化の理論に基࡙ࡇࡃのண᝿を、

㐣ཤ༑数年の企業ࢹࣝࢿࣃーࢱ分析で᳨ド

した結果、⮬社とྠ⏘業で᪋策のᑟ入が㐍

ࠋていたࡗなࡃ㧗ࡶの企業のᑟ入率ࡑ、とࡴ

推㐍࢕ࢸࢩーࣂ࢖ࢲ、ࡣの傾向ࡇ、らにࡉ

のたࡵのᑓ任部⨫をࡘࡶ企業で㢧ⴭに☜ㄆ

ྠ、の担ᙜ者がࡑࡸ⨬うした部ࡇࠋれたࡉ

業௚社の情報཰㞟ࡸ社内のไᗘ変᭦を主ᑟ

するࡇとで、᪋策のᑟ入が㐍ࢇでいたࡇと

が♧၀ࡉれるࠋ 
(3) 都㐨府┴別でࡣ、東京都な࡝一部の大

都市の都府┴ࡣపࡑ、ࡃの㑹外となるᇸ⋢

東京圏以ࠋたࡗ࠶千ⴥ┴で㧗い傾向にࡸ┴

外においてࡶ、大都市的な府┴（ឡ▱┴、

大㜰府なࡣ（࡝పࡑ、ࡃの࿘㎶に位⨨する

┴（ᒱ㜧┴、ዉⰋ┴、佐㈡┴）な࡝で 1 を

㉸えて㧗い傾向で࠶るࠋዉⰋ┴が᭱ࡶ㧗ࡃ、

東京都が᭱ࡶపい傾向に࠶るࡇとを♧したࠋ

、東日本大㟈⅏後の2012年ࡣ┴た、福島ࡲ

2013 年にᣦᶆが大ࡃࡁపୗし、コロナ期に

たる࠶ 2020 年、2021 年に 1 を㉸えるࡲで

上᪼する2022、ࡶ 年以㝆ࡣ㟈⅏前の 2011
年よࡶࡾపい್となࡗていたࠋとࡃに、コ

ロナ⚝以㝆となる 2022 年以㝆ࡑࡣれ以前

の傾向と異なるࡇとが☜ㄆࡉれたࡲࠋた、

市区町村別でࡣ、東日本大㟈⅏前後の⿕⅏

地域の変化ࡶ目立ࡕ、コロナ以㝆でࡣ全య

的な本ᣦᶆの上᪼が㢧ⴭでࡗ࠶たࠋ 
(4) ཧ↷Ⅼ法࣐ࣝࡣコࣇ㐃㙐的分ゎを通じ

てಶయの出生から子Ꮮࡲでの㐨➽を明♧的

にᢅい，ࢻࣞࣇホࣝムస用⣲のᅛ᭷⣔が世

代を㉸えて࡝う⵳✚ࡉれるかをㄝ明するࠋ

Ᏻᐃ分ᕸと⦾Ṫ౯を཯᚟᰾の和として表⌧

し，Ḣラー・ロト࢝型᪉⛬ᘧをᑟいたࠋ⣔

㆕展開によࡾ世代ࡈとのᐤ与ࡸ世代㛫㝸，

㞳ᩓ的な，ࡁプ෌生⏘数を┤᥋⟬出で࢖ࢱ

ࣞスࣜー行ิによる㏆ఝをᅇ㑊したࠋ一᪉，

多地域年㱋構造人口ࣔࣝࢹでࡣ，出生地

域・移動行動・ラࣇ࢖コースが世代㛫で㐃

動するࡇとをᙉ調し，地域内移動と世代㛫

の⣔㆕的移動という஧ࡘのスࢣーࣝの移動

㐣⛬を区別したࠋ多世代構造のᑟ入によࡾ

Ᏻᐃ人口理論の༢世代௬ᐃを拡ᙇし，ぶࡸ

♽∗ẕの移動ᒚṔが子Ꮮの෌生⏘に与える

影響をᐃ㔞化でࡁるࡇࠋれらの理論を組み

合わせ，日本のዪᛶ人口ࢹーࢱを分析した

とࢁࡇ，ྛ┴の⮬ᕫ෌生⏘率ࡸ⣔㆕ࣝープ

のᙉᗘが推ᐃでࡁ，人口減少の感ᗘ分析ࡸ

政策ホ౯に応用でࡁるࠋ 
(5) 推計５、ࡣ市㒆別のコーホート変化率

と「὾通ࡾ地域」全యのコーホート変化率

のẚを௬ᐃする「変化ẚ法」と、「὾通ࡾ地

域」全యの㌿入数および㌿出数を௬ᐃ್に

基࡙いて５市㒆に配分する「移動数配分法」

の２通ࡾの᪉法で行ࡗたࠋ「変化ẚ法」ࡣ、

௬ᐃ್のタᐃによࡗて結果が大ࡃࡁ変わる

が、５市㒆ࡑれࡒれの推計人口を人口学的

᪉⛬ᘧで表すࡇとがでࡁないというḞⅬが

人口学的、ࡣ一᪉、「移動数配分法」ࠋる࠶

᪉⛬ᘧでの表⌧がྍ⬟ࡔが、཮ⴥ㒆の人口

がቑえ⥆けるという、␲問のṧる結果とな

⟭な地域ですでにࡁ௒ᅇヨみた、大ࠋたࡗ

出ࡉれた推計人口を一ᐃの௬ᐃに基࡙ࡁ分

๭する２ẁ㝵の推計᪉法ࡣ、௒後、὾通ࡾ

地域に㝈らࡎ、᭷効なᡭẁとなるྍ⬟ᛶが
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ዪ年㱋５ṓ㝵⣭別人口⏨、ࡤたとえࠋる࠶

が小ࡃࡉなࡾすࡂて௚とྠじように計⟬す

るࡇとがᅔ㞴な町村࡬の㐺用が⪃えられるࠋ 
 
㹃．結論 
(1) コロナ⚝において、日本人ࡣ「㠀東京

圏Ѝ東京圏」のࣔ࢕ࢸࣜࣅがపୗ、「東京圏

Ѝ㠀東京圏」のࣔ࢕ࢸࣜࣅが上᪼していた

のに対して、外国人ࡣ཮᪉の移動とࣅࣔࡶ

日本人と外、ࡾが大ᖜにపୗしてお࢕ࢸࣜ

国人の㛫で全ࡃ異なる変化ࢱࣃーンを♧す

という⯆࿡῝い▱見がᚓられたࡲࠋたࡑの

後、少なࡃとࡶ 2024 年ࡲでにおいてࡣ「東

京圏Ѝ㠀東京圏」よࡶࡾ「㠀東京圏Ѝ東京

圏」の外国人のࣔ࢕ࢸࣜࣅが㧗ࡗࡲておࡾ、

外国人の国内人口移動が東京圏一ᴟ㞟中を

⦆和ࡉせる状況にࡗ⮳ࡣていないࡇとࡶ明

らかとなࡗたࠋ 
(2) 新型コロナ࢘ࣝ࢖ス感染症の拡大によ

一ࠋᬑ及したࡃᗈࡣ᪋策ࣝࣈࢩ࢟ࣞࣇてࡗ

᪉で本研究ࡑ、ࡣうした社会的変化ࡔけで

なࡃ、業⏺ࣞ࣋ࣝのトࣞンࡲࡶࢻた、᪋策

のᑟ入にᐤ与しているࡇとを明らかにしたࠋ 
(3) 出生時Ⅼ以㝆に 0㹼4 ṓ人口としてほ

での人口移動傾向を、本ᣦᶆにࡲれるࡉ 

よࡾᢕᥱし、2011 年以㝆の傾向を☜ㄆしたࠋ

の結果、東日本大㟈⅏後のࡑ 2012 年以㝆

れるࡲコロナ⚝の出生が含、ࡸ 2022 年以

㝆に、移動傾向の変化が見られたࠋ本ᣦᶆ

将来のࡣ 0㹼4 ṓ人口に本ᣦᶆを㐺用し㏫

⟬するࡇとによࡾ、将来の地域における出

生数の推計をྍ⬟とする฼用が期ᚅࡉれるࠋ

౛えࡤ、子ࡶ࡝ዪᛶẚによࡗて⟬出ࡉれた

0㹼4 ṓ人口にࡘいて、出生後の人口移動を

⪃៖した地域の出生数を⟬出するࡇとがྍ

⬟で࠶るࠋ本ᣦᶆの地域別の傾向と時⣔ิ

的な変化のᢕᥱによࡾ、௒後ࡣ将来人口推

計における本ᣦᶆの㐺用を目ᣦすࠋ 
(4) 研究全యを通じて，ṇのࢻࣞࣇホࣝム

స用⣲のཧ↷Ⅼ法に基࡙ࡃ⣔㆕展開と多地

域年㱋構造人口ࣔࣝࢹの୧᪉が，人口ቑ減

の᰿本的な力学を世代⣔㆕のほⅬから明ら

かにしたࠋཧ↷Ⅼ法ࡣ㐃⥆状態ࣔࣝࢹでの

Ᏻᐃ分ᕸと⦾Ṫ౯をཝᐦにồࡵるᡭẁをᥦ

౪し，多世代の出生・移動・死亡㐣⛬の㐃

㙐を数ᘧ的にゎいたࠋ一᪉，多地域ࣔࣝࢹ

でࡣ地域㛫移動と世代㛫の⣔㆕ࣝープのᙉ

ᗘをᣦᶆ化し，地᪉㛫の人口෌生⏘構造を

ᐃ㔞化したࡇࠋれによྛࡾ┴の⮬ᕫ෌生⏘

率ࡸ人口流動のᐤ与をホ౯でࡁ，人口政策

れらのࡇࠋ地域᣺⯆策の基┙をᥦ౪したࡸ

成果ࡣ 2025 年の学会➼で報࿌ࡉれ，理論

のጇᙜᛶと応用ྍ⬟ᛶが㆟論ࡉれたࠋ௒後

の応࡬介護・ປാ政策ࡸ 地域別人口ணࡣ

用を㐍ࡵるととࡶに，ࣔࣝࢹに⎔ቃ変動ࡸ

行動変ᐜをྲྀࡾ入れ，世代㛫の相஫స用を

よࡾ⢭⦓にᥥ෗するᚲ要が࠶るࡉࠋらに௚

国࡬の応用ࡸ国際ẚ較ࡶど㔝に入れたいࠋ

理論とᐇドを㐃ᦠࡉせるᚲ要が࠶るࠋ 
(5) 「変化ẚ法」の推計結果にࡘいて௬ᐃ

別にẚ較すると、௬ᐃ್を変えた 2025 年

を中ᚰに、཮ⴥ㒆における㐪いが目立ࡗたࠋ

����→����年の人口変化が、����→����
年の変化とྠ➼と௬ᐃした「㟈⅏後௬ᐃ」

でࡣ、཮ⴥ㒆の総人口が 2020 年から 2025
年にかけてᛴቑし、ࡑの後⥅⥆的に減少す

るࠋ����→����年の人口変化が、

����→����年の変化とྠ➼と௬ᐃした

「㟈⅏前௬ᐃ」でࡣ、཮ⴥ㒆の総人口ࡣቑ

ຍせࡎ、推計期㛫中、減少を⥆けるࠋ୧者

の「中㛫௬ᐃ」で2020、ࡣ 年から 2025 年

にかけて小ᖜにቑຍし、以㝆減少するࠋ一

᪉、「移動数配分法」でࡣ、཮ⴥ㒆の総人口

が 2045 年ࡲでቑຍし⥆けるࠋ「移動数配分

法」による཮ⴥ㒆の2050年の総人口ࡣ、「変

化ẚ法・㟈⅏後௬ᐃ」に㏆い数್となࡗて

いるが、年㱋構造が大ࡃࡁ異なࡾ、移動数

配分法でⱝ年人口の๭合が㧗いࠋなお、本

推計ࡣ、元推計の「὾通ࡾ地域」の人口を

与件としているたࡵ、཮ⴥ㒆の変化ࡣ὾通

–27–



内の௚地域、特に、ཎⓎ஦ᨾからの㑊㞴ࡾ

ඛとなࡗていたいわࡁ市と相㤿市の変化で

相ẅࡉれるᙧとなࡗているࠋ 
 
㹄．健ᗣ༴㝤情報 
なし 
 
㹅．研究Ⓨ表 
ͤ本஦業の成果୪びに成果にᐤ与した本

プロࢡ࢙ࢪト࣓ンࣂーの業⦼をグすࠋたࡔ

し，研究分担者の研究Ⓨ表にࡘいてࡣ，ྛ

分担研究報࿌᭩をཧ↷のࡇとࠋ 
 
１．論ᩥⓎ表（᭩⡠を含ࡴ） 
小池司朗（2025）「「令和 5 年地域推計」

からみた将来の地域別出生数」『人口問題

研究』第 81 ᕳ第 4 ྕ，pp.273-282. 
小池司朗（2025）「都㐨府┴別人口移動数

の変化に関する人口学的分析̿コロナ前

後における㠀東京圏と東京圏㛫の移動を

中ᚰに̿」『人口問題研究』第 81 ᕳ第 4
ྕ，pp.283-302. 

小池司朗（2025）「人口分ᕸのほⅬからみ

た人口減少のࡃࡺえ」『་学のࡺ࠶み』第

295 ྕ第 3 ᕳ、pp.262-264. 
久井情在・貴志匡博・藤井多希子・菅桂太・

小池司朗（2026）「福島┴὾通ࡾ地域に

おける市㒆別将来人口推計のヨみ」『人口

問題研究』第 82 ᕳ第 1 ྕ， pp.101-121. 
吉田航（2026）「ྠ型的な᪋策ᑟ入㸽 日
本企業におけるࣝࣈࢩ࢟ࣞࣇ᪋策ᑟ入の

つᐃ要ᅉ』」『日本ປാ研究㞧ㄅ』第 788
ྕ，pp.118-131. 

 
２．学会Ⓨ表 
小池司朗「人口移動௬ᐃのタᐃとㄢ題」日

本人口学会第 77 ᅇ大会「地域別将来人

口推計のព義とㄢ題」（福ᒸ大学）

（2025.6.8） 
小池司朗「人口移動㞟計と地域別将来人口

推計のほⅬからみた令和 7 年国勢調査の

展ᮃ」第 69 ᅇ経済⤫計学会（中ኸ大学

多ᦶ࢟ࣕンࣃス）（2025.9.12） 
小池司朗「都㐨府┴㛫人口移動変化の人口

学的要ᅉ分析̿日本人と外国人のẚ較を

中ᚰに̿」日本地理学会 2025 年⛅季学

術大会（2025.9.20） 
小池司朗「縮小社会の地域構᝿：人口減少

と東京一ᴟ㞟中」2025 年ᗘ経済地理学会

地域大会（໭海㐨教育大学ภ㤋ᰯ）

（2025.10.11） 
小池司朗「㐣␯地域における将来人口見通

しとᪧ市町村別人口分析」第 84 ᅇ日本

公⾗⾨生学会総会 ࢩンポ࢘ࢪム ࡬」34

地の⌧状ࡁ࡬地་⒪の新たな展ᮃ 㹼ࡁ

と人口動態に基࡙ࡃ་⒪ࢽーࢬ分析から

㹼」グランࢵࢩプ（㟼ᒸ┴コン࣋ンࣙࢩ

ン࢔ーࢶセンࢱー） 第 3 会ሙ（会㆟ホ

ーࣝ）、㟼ᒸ┴㟼ᒸ市  (2025.10.30) 
大 泉 嶺 「 Evolution and population 

dynamics through stochastic 
processes」，The Tenth International 
Workshop on Biomathematics 
Modelling and Its Dynamical Analysis
（⚄ᡞ大学）（2025.4.26） 

大泉嶺「Eigenvalue Problem of the Multi 
State Age Structured Population 
Model and the Population Structure of 
Japan」，ASMB JSMB2025（京都ࣝࢸ

サࠝ京都大学主ദ ）ࠞ（2025.7.11） 
大泉嶺「✚分ᢞ影人口ࣔࣝࢹのᅛ᭷構造」，

ㅖ科学における⤫計ᛮ⪃（⤫計数理研究

所）（2025.7.29） 
大泉嶺「Fredholm Integral Equations 

and Eigenstructure: Genealogical 
Expansions via Non–Hilbert–Schmidt 
Solutions」，東京☜率論セ࣑ナー（東京

大学大学院数理科学研究科 数理科学研

究科Ჷ 126 ྕ室）（2025.10.20） 
大泉嶺「✚分᪉⛬ᘧࣔࣝࢹから⣔㆕㐣⛬࡬
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–異㉁ᛶをᣢࡘᏳᐃ人口の数理理論」，

Mathematics and Phenomena in 
Miyazaki 2025 (MPM2025)（ᐑᓮ大学木

ⰼ࢟ࣕンࣃスࠝ地域࢖ࢨࢹンᲷ ）ࠞ

（2025.12.5） 
大泉嶺「ࢻࣞࣇホࣝム理論のⓎ展的応用を

用いた人口動態理論」，社会≀理学とࡑの

࿘㎶（明治大学中㔝࢟ࣕンࣃス 6 㝵研究

セ࣑ナー室３）（2025.12.9） 
貴志匡博「出生後の人口移動が 0㹼4 ṓ人

口の変動に与える影響̿ᣦᶆの᳨ウと市

町村༢位の分析̿」，日本人口学会第 77
ᅇ大会（福ᒸ大学）（2025.6.8） 

久井情在・貴志匡博・藤井多希子・菅桂太・

小池司朗「福島┴὾通ࡾ地域における市

㒆別将来人口推計のヨみ」，日本人口学会

第 77 ᅇ大会（福ᒸ大学）（2025.6.8） 
吉田航「日本企業におけるࣝࣈࢩ࢟ࣞࣇ᪋

策ᑟ入のつᐃ要ᅉ：ไᗘ的ྠ型化に着目

して」，組⧊学会 2025 年ᗘ研究Ⓨ表大会

（஑ᕞ大学）（2025.6.22） 
 
㹆．▱的財⏘ᶒの出㢪・Ⓩ㘓状況 

なし 
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